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	出 張 先　　　岩手県盛岡市、滝沢村


研修出張様式４　　　　　
研修報告書

研修要旨(プログラム毎に)　　　　　研修に関する考察(プログラム毎に)
＜全体を通しての感想＞

それぞれの施設の活動内容や啓発事業などの話を聞くことが出来た。

どの施設も考えていることは、ほぼ一緒であり考えていることを実現させるために様々なアイディアや意見を出し合っていると思った。そのような中でも、取り入れることが出来ると思ったものが２つある。１つ目として、私は日々の業務の中で、利用者や地域住民の方々に地域生活支援センターを分かってもらう為の取り組みについて考えているが、中々答えまで辿り着かないでいる。同じ、地域生活支援センター滝沢の施設長の話に「考えてばかりではなく地域にこちらから足を運ばなくては分かってもらえない」とい言葉があった。今後、分かって貰うための取り組みとして地域の方々が参加している研修に参加し施設の説明をする機会を設けていけるようにしたいと思う。２つ目は、来年度から就労支援に携わる上で様々な関係機関との関わりが密になってくる。その時の移行をスムーズに行うために日々の情報を共有し合うことが大切であり、具体的な評価が出来るような書式や計画を作業所と一緒に行っていきたいと思った。

3月17日

○社会福祉法人いきいき牧場　通所授産施設「のびやか丸」

＜授産課目＞

　「花苗生産」「手芸品製作」「りんごジュース、チップ生産」など農作業が主。

冬季は補装具（車いす）や中古自転車の修理、廃材を使った木工製品を行っている。

　受託事業…児童花壇、盛岡競馬場等への花苗の納品（盛岡市の協力）

＜労働時間・賃金体系について＞

・8時30分～16時の勤務時間。午前・午後の15分間、昼1時間の休憩。　

・作業科目が殆ど農作業であるため、賃金体系は1日700円にしている。働く利用者・働くことが難しい利用者はいるが職員が賃金体系について説明することで特にトラブルになることは無い。また、出席率をみて臨時給を出している。

＜就労支援・他機関との連携について＞

・ステップアップの評価やフォロー体制として職業センターやジョブコーチ制度を活用している。

・ハローワークの利用について、積極的に就職活動することが難しい利用者は障害をクローズしている方が多い。障害をオープンにしている利用者は職業センターなどを使い就職している。年々、求人票は少なくなっている。

・ピアヘルパーの受け入れ１名。仕事内容、授産の補助（ピアカウンセリング・買い物）として4ヶ月。日給4000円。雇用保険はかけることが出来ないため、臨時職員として雇っていた。

＜作業評価について＞

・障害者職業センター能力検定は時々行われるが、独自の評価方法は行っていない。

＜作業担当と利用期間について＞

・担当で仕事をするのではなく、当日の朝に仕事内容を説明し、希望する仕事を通所者が行う。作業に偏りが出る場合はジャンケンや職員が説得する。

・利用期間は設けていないが、だいたい1～3年で終了。

・岩手県の外れの方に施設があるためバスの本数が限られている。利用者の通勤にはバスを出し送迎している。

＜実習・ボランティアについて＞

・年30名の学生受け入れ（精神保健福祉実習、教員養成課程、高校生）

　　→　ボランティアとして作業、行事へ参加　

≪感想≫

授産作業計画表をみて1年を通しての授産課目の多さに驚かされた。以前は花苗などを小・中学校にも納品して

いたが社会的に様々なニュースが流れ断られるという厳しい現実の話もあった。そのような問題の中で授産施設として機能していくためには流通の場を確保する他に独自のアイディアも必要だと思った。

授産施設から社会へ就職を考えた時、利用期間や目標の設定、作業評価を行わなければ次に進むことが出来ても

継続して行くことは難しいのではないかと思った。日々の作業を通しての振り返りを職員と行い、ある程度、自分の作業能力を知ることも大切ではないかと感じた。そして、目標を立て利用期間の設定があっても良いと思った。

　今後の業務に活かしていきたい事として、今回の視察研修では就労への移行の仕方や関係機関との取り組みについて具体的なものを得ることが出来なかったが、就労支援への移行をスムーズに行うための取り組みが重要になってくると思った。作業所から次へのステップを明確にして職員だけでなく利用者との関係作りにも力を入れていきたいと思う。

3月18日

社会福祉法人　みやま会　生活訓練施設　みやま寮

　　　　　　　　　　　　地域生活支援センター　滝沢
●生活訓練施設　みやま寮

＜概要＞

入所者（Ｈ17.3.18現在）　17名（男性14名、女性3名）

　　　定員20名（4人部屋　5室）

利用料…施設利用料、管理費　　月額5,000円（日額170円）

　　　共益費…光熱水費、日用品など　月額9,300円（日額310円）

　　　行事費…行事、傷害保険　　　　月額2,400円

　　　食　費　　　　　　　　　　　　月額30,000円（日額1,000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内訳　　朝食　200円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼食　350円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕食　450円

　　　暖房費・・・10～3月に徴収　　月額1,800円（日額60円）

　　　合計　　　　　　4～9月　　46,700円

　　　　　　　　　　 10～3月    48,500円　　　

　　　※体験入所…日割り計算

＜活動内容について＞

　　・当番…食事、清掃、食器洗い、ｺﾞﾐ出し

　　・炊事…食事は調理師（1名）と一緒に当番入所者が全員分3食を作る。買い出しは月・水・金曜日。

　　　　　　献立作成は調理師、職員で作成する。

　　・日中の活動…農作業、内職、外勤（プラスティック製品、自動車修理・洗車、長いも・ごぼう、豆の選定、肥料づめ等）収入は、毎月15日に支給される。

＜支援計画、評価の方法について＞

　　入所後に担当を決める。担当者が面接や日常の生活場面を通して支援計画を作成し、職員会議の場でそ

の支援計画について話し合いを行う。評価についても同様。決まった書式は使用していない。

＜評価について＞　

・決まった書式は使っていない、職員間での話し合いで決定する。

＜退所時支援について＞

・退所後は単身生活を送る方が多い。今後、アパートでの一人暮らしを想定した体験も考えているとのこ

と。

・特にケアプラン・ケア会議は実施していないが、地域生活支援センターと連携をとり移行する話し合い登録もする。また、日中の活動で学んだ技術を活かして就労する割合が高い（プラスティック工場や農家手伝い等）が生活保護を受給している方が多く、働きたいが減額になるといい就労に踏み出せない方もいる。

＜地域交流について＞

　・ハーブ交流会と名前を付け、1ヶ月おき位にボランティアと食事やカラオケに出掛けている。

　・働きかけは特に行っていないが民生委員が動いてくれている。

　・小、中学校の行事（卒業式等）参加（施設長のみ）

≪感想≫

　施設内での訓練は少なく、どちらかというと“働く”ことに力を入れている印象を受けた。プラスティック工場や農業などに就労する割合が高いことで移行はスムーズと思ったが、支援内容をみて制度や自分の病気を理解する学習時間や他機関との連携が少ないと思った。

入所期間が2年では短すぎる、確立されてきた生活リズムが崩れやすいという話があった。関係機関や地域を上手く使い、退所しても支えてあげられる関係作りが大切なのだと思った。

今後の業務に活かしていきたい事として、ボランティアや民生委員との関わりを上手く使っていたため取り入れたいと思った。私達の施設もボランティアの方々と行事を企画したが、継続して関わりを持つことが難しかった。また、民生委員との関わりを持つことが難しく積極的に南山苑を通して関わりを持つことが出来たが繋がりを持つことが出来なかった。これからも、地位生活支援センターを少しでも多くの方々に理解して頂けるように活動に参加していきたい。

●地域生活支援センター滝沢

　・盛岡市内　病院4つ、クリニック5つ

・登録者数145名（個別担当制）　延利用者数8,495名

＜事業内容について＞

1　生活支援事業（延利用者数281名）   
　 職場訪問…15名　、自宅訪問…266名

2　生活相談事業（延相談件数　3,371件）

　 電話相談…3,041件、面接…253件、訪問…77件

3　地域交流活動推進事業　（実施回数 12回）、広報活動（機関紙発行）…6回

　 保健福祉普及事業（1回）、地域交流事業（5回）

4　その他地域生活支援に関する事業（実施回数 355回）（延利用者数 4,843名）

　 グループ活動（308回）（ 4,389名）、仲間づくり事業（レクリエーション等）…（11回）（265名）

　 サークル活動（36回）（ 189名）

・職員配置・・・施設長1、精神保健福祉士2、指導員2　

・勤務内容・・・遅番（12：45～9：45）、早番（8：00～17：00）、当直（生活訓練施設非常勤）

＜憩いの場「和（なごみ）」について＞

　・盛岡市内の稲荷町　稲荷神社　稲荷町公民館隣の一軒家を借り、そこを憩いの場として利用。和の利用はセンターへの登録が必要。

　・利用時間　平日（金曜日を除く）ＡＭ10：00～ＰＭ8：00、金・土・日・祭日　ＡＭ10：00～ＰＭ4：00

・平日（金曜日を除く）は、職員がＰＭ2：00から在室。

　・会費…1ヶ月100円（コーヒー、お茶代として）

　・利用状況…毎日10数名ほど利用。

＜地域交流活動事業について＞

　・年2回の清掃活動（稲荷神社近辺）

　・24時間テレビ　チャリィティーへの参加

　・消費者生活講座（稲荷町公民館）

　・稲荷町神社祭りへの参加

　・精神保健福祉公開セミナーの開催

・機関紙の発行（年6回）

＜仲間づくり事業について＞

　・花見やキャンプ、忘年会の開催

　・ソフトボール、バレーボール、ボウリング、卓球等のスポーツ活動も盛ん

5.サークル活動

　女性サークル（手芸、パッチワーク等）、英会話教室、滝沢サークル、スポーツサークル、パソコンサークル

≪感想≫

　視察研修に行く前からサテライトや地域生活支援センターを利用者・地域住民の方にどのように働きかけているのか興味があった。働きかけについては、施設独自の行事というよりも地域で行っている講座や行事に参加することで施設のことを分かってもらっていた。今年開催したセミナーを年2回行ったり、地域住民と一緒に行える行事を考えていきたいと思った。また、こちらから地域向けの講習に足を運ぶことで分かって貰う一つのきっかけになると思った。

憩いの場「和」を見せて頂く事ができた。自由にテレビを見たり、ソファで寝たり、台所でラーメンを作

って食べていた。忙しい様な空気もなく「和」という言葉通りの所だった。センター職員は午後から顔を見せ、相談やサークル活動・食事づくり等を一緒に行っていた。また、現在の「和」をなくし、別な場所に単独型の地域生活支援センターが開設するとのこと。

　今後の業務に活かしたい事として、行政との関わりを上手く活用しており勉強不足な点があると感じたため県内の情報を得るために制度や資源等を学習したいと思った。また、地域生活支援センターの役割を地域の方々に分かって頂くための取り組みとして、こちらから足を運び一緒に研修を受講したり、施設の説明をする機会を作っていきたいと思った。



















































